
第
二
条

基
礎
的
研
修
は
、
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
研
修
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
期
間
に
お
い
て
行
う
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
研
修
と
す
る
。

研

修

機

関

研
修
を
実
施
す
る
期
間

研

修

名

称

所

在

地

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

埼
玉
県
久
喜
市
久
喜
中
央
二
丁
目
四
番
十
八
号

令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

Ｊ
Ｃ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
基
礎
的
研
修

特
定
非
営
利
活
動
法
人
く
ら
し
え
ん
・
し
ご
と
え
ん

静
岡
県
浜
松
市
中
央
区
田
町
二
百
二
十
三
番
地
二
十
一

ビ
オ
ラ
田
町
三
階

令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

く
ら
し
え
ん
・
し
ご
と
え
ん
就
労
支
援
基
礎
的
研
修

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
は
、
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改
正

後
改

正
前

化
学
物
質
の
分
類

官
報
整
理
番
号

化
学
物
質
の
分
類

官
報
整
理
番
号


［
略
］

［
略
］


［
略
］

［
略
］


有
機
鎖
状
低
分
子
化
合
物

「

有
機
鎖
状
低
分
子
化
合
物
」
の
項
整
理
番
号
242、

341、
608（
ド

デ
カ
ン
酸
、
テ
ト
ラ
デ
カ
ン
酸
、
パ
ル
ミ
チ
ン
酸
及
び
ス
テ
ア
リ
ン
酸

に
限
る
。）、

609（
オ
レ
イ
ン
酸
に
限
る
。）、

846、
911（

ナ
ト
リ
ウ

ム
塩
及
び
カ
リ
ウ
ム
塩
に
限
る
。）、

975、
1091、

1094（
ナ
ト
リ
ウ

ム
塩
に
限
る
。）、
1254、

1305、
1307、

1308、
1318、

1323（
ナ
ト

リ
ウ
ム
塩
及
び
カ
リ
ウ
ム
塩
に
限
る
。）、
1369（

２

ヒ
ド
ロ
キ
シ
プ

ロ
ピ
オ
ン
酸
に
限
る
。）、
1409、

1442、
1449（

ナ
ト
リ
ウ
ム
塩
及
び

カ
リ
ウ
ム
塩
に
限
る
。）、
1467、

1468、
1607




、
2383、

2661、2667、
3620、

3764及
び
3990


有
機
鎖
状
低
分
子
化
合
物

「

有
機
鎖
状
低
分
子
化
合
物
」
の
項
整
理
番
号
242、

341、
608（
ド

デ
カ
ン
酸
、
テ
ト
ラ
デ
カ
ン
酸
、
パ
ル
ミ
チ
ン
酸
及
び
ス
テ
ア
リ
ン
酸

に
限
る
。）、

609（
オ
レ
イ
ン
酸
に
限
る
。）、

846、
911（

ナ
ト
リ
ウ

ム
塩
及
び
カ
リ
ウ
ム
塩
に
限
る
。）、

975、
1091、

1094（
ナ
ト
リ
ウ

ム
塩
に
限
る
。）、
1254、

1305、
1307、

1308、
1318、

1323（
ナ
ト

リ
ウ
ム
塩
及
び
カ
リ
ウ
ム
塩
に
限
る
。）、
1369（

２

ヒ
ド
ロ
キ
シ
プ

ロ
ピ
オ
ン
酸
に
限
る
。）、
1409、

1442、
1449（

ナ
ト
リ
ウ
ム
塩
及
び

カ
リ
ウ
ム
塩
に
限
る
。）、
1467、

1468、
2383、

2661、
2667、3620、

3764及
び
3990


・

［
略
］

［
略
］


・

［
略
］

［
略
］

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
四
条
の
十
一
の
二
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修

第
一
条

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
労
働
省
令
第
三
十
八
号
）
第
四
条
の
十
一
の
二
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修
（
以
下
「
基
礎
的
研
修
」
と
い
う
。）は
、
次
の
各
号
の
い

ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
条
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

研
修
を
実
施
す
る
機
関
（
以
下
「
研
修
機
関
」
と
い
う
。）の
施
設
、
設
備
、
研
修
の
実
施
の
方
法
そ
の
他
の
研
修
に
関
す
る
事
項
が
、
基
礎
的
研
修
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
に
適
合
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

研
修
機
関
の
経
理
的
及
び
技
術
的
な
基
礎
が
、
基
礎
的
研
修
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
に
足
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

研
修
機
関
が
、
基
礎
的
研
修
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め
の
研
修
実
施
規
程
を
定
め
て
い
る
こ
と
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
七
十
一
号

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
労
働
省
令
第
三
十
八
号
）
第
四
条
の
十
一
の
二
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
四
条
の
十
一
の
二
第
二
号
に
規
定

す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

〇
厚
生
労
働
省

経
済
産
業
省

環

境

省
告
示
第
二
号

化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
八
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
二
項
各
号
又
は
第
三
項
各
号
の

い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
化
学
物
質
そ
の
他
の
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
評
価
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
な
い
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
が
指
定
す
る
化
学
物
質
（
平
成
二
十
九
年

厚
生
労
働
省

経
済
産
業
省

環

境

省
告
示
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

環
境
大
臣

石
原

宏
高


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